

























































































































































































































































指導要領 に示 され て A ：『指 導要領解 説』 の記述 を基 に設 定 B ：教科書 の記 述を基に設定 した概念 的知識 （A の下位 に
い る内容 した概念的 知識 位 置づ け られ る。）
（1）身 近 な地域 や市
（区，町，村） の
様子
① 地 域の 様子 は場 所 に よって 違 いが あ ア．地域 の土地利用 は場所 に よって異 なってい る。
る。 ィ．土地利用 とそ の場所 の地形に は関係 が ある。
（2）・地 域 の 人 々 の生
産 や販売
② 地域 に あ る生産 や販 売 の仕 事 に よっ
ク．販売 に携 わ る人々 は消費者 の欲求 に応 え るため に商品
の陳列や 宣伝 に様 々な工夫 をして いる。
て ，人 々 の生活 は支 え られ てい る。 エ．販売 に携 わる人々 は消費者 の欲求 に応 え るために商品
③生産や販 売の仕事 に携 わる人々は，そ を様々 な場所 か ら仕入 れてい る。
れ ぞれ 工夫 をす るこ とに よっ て特 色 オ．販売に携 わる人々は地域の人 々と協力 して，人 々の生
を出 してい る。 活 の向上 に取 り組ん でいる。
④ 生産 や販 売 の仕 事 は国 内の 他地 域 と カ．生産 に携 わる人 々は よ りよい作物 をつ くるために，
か かわ りを持 ってい る。 様 々な工夫 を してい る。
キ．生産 され た ものは ，様 々な場所へ送 られ る。
（3）地 域 の公 共 性 の ⑤飲料水 ，電気 ，ガスの供給，廃棄物 の
処理 な どの事業 は，人々の健康 な生活
の維持 と向上 に役 立ってい る。
ク．飲料水 ，電気 ，ガ スの供給 ，廃棄物 の処理 には，様々
な人々が携 わってい る。
高い事業 （飲料水， コ．携 わって いる人 々の努力や工夫 によって，人々の健康
電気 ，ガスの供給， な生活が維持 され， 向上 して きた。
廃 棄物の処理 ） サ．携わ ってい る人 々 と地域の人 々が協力 する ことに よっ
て　 生活 を一層 向上 させ る ことがで きる。
（4）地域 の安 全 を 守 ⑥ 地 域 の安全 を守 る諸機 関は相 互 に連
シ．地 域の安全 を守 る機 関に携 わってい る人 々は，様 々な
工夫 や努力 を してい る。
ス．地域 の安 全を守 るた めに，様 々な施設 が設置 されてい
る。
セ．地域 の安全 を守 るために諸機 関は相互 に連絡 を取 り合
っている。
る機 関 （消防 ，響 絡 を取 り合 い な が ら緊急 に対 処 す る
察） 体制 を とってい る。
（5）地域 の人 々 の 生
⑦ 地 域 の人 々 の生活 の向上 につ く した
ソ．地域 の人々は，生活 を向上 させたい とい う願 いを持 っ
て いる。
タ．人 々の願 いを叶 えた いとい う先 人の働 きは，広 い地域
先 人の働 きや苦 心は，人々の生活 の向 の人 々の協力 によって実現 した。
活 の移 り変 わ り， 上に大 きな影 響 を及 ぼ した。 チ．先 人の働 きや苦心に よって ，地域の人 々の生活 は向上
地域 に尽 く した先 ⑧ 地域の人 々の生 活には，時代 に よって した。
人 の働 き 変 化 した もの と受 け継 が れて い る も ツ．生活 の中で使 う道具 は，人 々の願 いに よって 工夫 され
のがあ る。 変化 してきた。
テ．地域 には，昔か ら受 け継 がれ てきた文化財や行事が あ
る。
（6）県 （都 ，道 ，府）
の位置 ， 自然 ，産
業 の特 色 と国 内の
他地域や 外国 との
かか わ り
⑨県 （都 ，道，府 ）はそれぞれ 自然や 産
ト．県 （都，道 ，府）内の地域 は，それぞれつなが りを持
って いる。業 に関 して特 色 をもってい る。 ナ．県 （都，道 ，府 ）内の地域 は，それぞれ生活や産業 に
⑩県 （都 ，道，府 ）はそれぞれ 国内の他 特色 を持 ってい る。
地域 や外国 とか かわ りを もってい る。 ニ．県 （都，道 ，府 ）は，様 々な交通機 関に よって他 の地





















































学　　 年 単　　 元 課
1 私 の 世 界 につ い
て
1 題学校へ行 く 略
2 1 よい市 民
3 ■私たち の周 りの　 地
4 1 人々 に蘭す る　 ペて
5 1 管　 振 り返る
‾す 人 々の仕 事











異 なった グルー プのメ ンバー
近 隣について











コ ミユニア イで 一 削こ　 ら
コ ミュニテ ィの政 治
私たちの リー ダー を選 ぶ
私 たちの州 の政治
私た ちの国 の政 治
市民の誇 りの しる し





































コ ミュニテ ィの歴 史をた どる
私た ちの コ ミュニテ ィの歴 史を祝 う











3 人 々 とコ ミュニ
1 コ ミュ ニテ ィについて学 ぶ
5 人 々の違い 1 コ ミュニテ ィに住む 人々
テ ィ 6 近 くか ら得 られ る 2 様 々な職 業の人 々
品，遠 くか ら来 る商 3 様 々な人々 と一つ の コミュニテ ィ
日日ロ 4 一緒 に暮 らす人 々




あ また の コミュニテ ィは　　　 の どこに
位置 してい るか ？
コ ミュニテ ィのサイ ズは異な る
あ らゆる コミュニテ ィには物語が ある
コ ミュニテ ィの リニア ー
コ ミュニテ ィは政府 を持 つ
コ ミュニテ ィの政府 はサー ビス を提供す
















市 民は権 利 と義務 を持 つ
アメ リカ市民の模範
国家 の誇 りの シンボル
1正直 を表す－　コ ミ ュニ テ ィ は l 1l あ らゆ る 場所 に 5 1 コ ミュニテ ィの地理 2 1 人 々が土地に付 け加 える もの
：あ る l
ー＿＿⊥－＿一．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
























：霜 鵠 合苦磁 化を柑 する






































(Harcourt, Harcourt Horizons ABOUT My World, About My Community, People And Communities, 2003. )
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言己念 碑 ラ ン ドマ ー ク 自 由 企 業































単　 元 課 概 念 的 説 明 的知 識
1
1
1 ‘・全 て の 人 々 は コ ミ ュニ テ ィの 中で 生 活 して い る。
・コ ミュ ニ テ ィは 人 々 の様 々 な 欲 求 を満 た して い る。2 人 々 は働 く こ と に よ っ て 互 い の欲 求 を 満 た して い る。
コ ミュ ニ テ ィは 様 々 な集 団 か ら成 り立 っ て い る。
コ ミュ ニ テ ィに は安 定 と秩 序 を保 持 す るた 桝 こ決 ま りや 法 が あ る。
3
4 コ ミュ ニ テ ィの 構 成 員 に は コ ミュ ニ テ ィの 決 ま りや 法 を守 る 義 務 が あ る。
位 置 を 特 定 す る た め の概 念 と して大 陸 ， 国 ， 州 が あ る。
様 々 な 規模 の コ ミュ ニ テ ィが あ る。
人 々 の 生 活 の 変 化 に伴 っ て コ ミュ ニ テ ィ も変 化 して きた 。











1 よ き市 民 が リー ダ ー と して 選 ば れ ， コ ミ ュ ニテ ィを 変 化 させ て き た 。
コ ミュ ニ テ ィ に は安 定 と秩 序 を維 持 す るた め に ， 統 治 機 関や 法 シ ス テ ム が あ る。
コ ミュ ニ テ ィ の統 治機 関 は構 成 員 に サ ー ビス を提 供 す る。
コ ミュ ニ テ ィ は 立 法 ， 行 政 ， 司 法 とい う三 つ の機 関 を持 つ 。
2
3
4 ・コ ミュ ニ テ ィ に は様 々 な レベ ル が あ る。




・市 民 は 持 つ 権 利 と義 務 は相 互 に 関係 して い る。
市 民 は 義 務 を果 た さな けれ ば な らな い 。
相 互 の 自 由 を確 保 す るた め に は 互 い に犠 牲 を 払 わ な けれ ば な らな い 。
国家 の 象 徴 の一 つ と して 国旗 が あ る
地 形 や 気 象 は様 々 で あ る。
人 々 は 何 か を作 る こ と に よ っ て 場所 に特 色 を 与 え る。







・地 理 学 研 究 で は ， 土 地 と人 を研 究 す る。
6
l
1 地 理 学 研 究 で は ， 特 定 の 土 地 の 人 々 の 特 性 を 比 較 す る。
物 理 的 な 要 因 に よ っ て 風 景 が 形 作 られ る。
人 間 的 な 要 因 に よ っ て 風 景 が 形 作 られ る。
代 々語 り継 が れ る伝 説 的 な人 物 の 話 が あ る。
国 の 発 展 や 変 化 に 貢 献 した 人 が い る。
出来 事 を 記 念 した り， 誰 か を褒 め 称 え る た め に 文 化 的 遺 産 が 作 られ て き た 。
移 住 して き た人 々 の働 き に よ っ て こ の国 が 作 られ た
様 々 な 集 団 が ， コ ミ ュニ テ ィ や 州 や 国 家 に 寄 与 して き た。
多様 な 文 化 が 存 在 し， そ れ らに は 共 通 点 や 相 違 点 が あ る。
様 々 な 集 団 が コ ミ ュニ テ ィで よ り快 適 に生 活 す るた め の 方 法 を工 夫 して い る。
集 団 に よっ て 習 慣 や伝 統 が 異 な っ て い る。
コ ミュ ニ テ ィ の 中 に は 変 わ らな い もの と変 化 す る もの が あ る。
過 去 と現 在 に は共 通 点 と相 違 点 が あ り， そ れ ぞ れ 関 連 して い る。
原 住 民 と植 民 者 の 間 に は 対 立 や 友好 関 係 が あ っ た 。
古 代 の 文 明 に は覿 代 の 考 え方 の源 流 が 見 られ る。
初 期 の植 民 地 に は 共 通 点 と相 違 点 が あ っ た 。
冒険 者 達 の 活 躍 に よ っ て コ ミュ ニ テ ィが 拡 大 した。
独 立 し新 しい 国 家 を築 くた め に 革命 が 必 要 で あ っ た。
特 定 の 人物 の 活 躍 に よ っ て 新 しい コ ミ ュニ テ ィ が 形成 され て い っ た 。
内戦 な ど を経 て 領 土 が 拡 大 し，今 日の 国 家 の 基 礎 が 作 られ た。
交 通 や 通 信 の発 達 は 国 家 の ま とま りに 大 い に寄 与 して い る。
原 材 料 と労 働 力 を 用 い て 製 品 を 作 る の が 工 場 で あ る。
新 しい 技 術 を発 明 した 人 の 貢 献 に よっ て 生 産 は 発 展 して き た。
事 業 を 起 こ した 人 々 は ， 利 益 を 拡 大 す るた め に コス トを 下 げ た り， 宣 伝 を した りす る。
































4 需 要 と供 給 の 関 係 に よ っ て も のや サ ー ビス の価 格 が 決 定 され る。
あ る国 の経 済 は 他 の 国 の 経 済 状 況 に依 存 す る。





・予期 で き な い 将 来 に備 え て 人 々 は貯 蓄 を す る。
・銀 行 は 人 々 か らお 金 を預 か り， 利 子 を つ け て 払 い 戻 す 。
・お 金 を支 出分 と貯 蓄 分 に割 り 当て る こ とに よっ て 予 算 を 立 て る こ とが で き る。
．コ ざ ユ ニテ ノlr 伴 か 人々 は　 自島 的 Ir 炎 の サ ー ビス に 曹 鼓 し助 け会 一つで い ス
3
4
(Harcourt, Harcourt Horizons People And Communities, 2003,より筆者作成。 )
【表6】第3学年単元2第3章「人々と地方自治体」の第1諷　第2課の授業構成
過程 教師の指 示 ・発間 テ キス ト 生徒 に獲得 させ たい知識 ・学習活 動
第1課 1 ．教科書 を読 ませ る。 p．74．○ よい リーダー はコ ミュニテ ィを変 え る。
導 入 2 ． よい リーダー の特徴 を挙 げよ。 ○ ノー トに書 く。
3 ．以前の学習 を踏 まえて，「コ ミュニテ ィとは何か 」， ○ コ ミュニテ ィとは人 々が一緒に暮 らす 共同体であ る。
「コ ミュニテ ィを安全 で平 和に保 つた めに人 々I コ ミュニテ ィを安全 で平 和に保つた めに，人々はルー
どの よ うに して いるか」 を生 え よ ル に従 うな どの義務 を果 た して いる。
展開 4 ．教科書 を読ませ る。
5 ．なぜ，バージ ニア ・ラ ミレスはサン ・アン トニ




トニオを変 えた と言 われて いる。
○彼女 は C．0．P．S．（公共サー ビスのための コミュニテ ィ
で最 も優れ た市 民であ ると言 われたの か。 組織） と呼ばれ るグルー プで働 き，バ ラバ ラにな った
6 ．彼女 の話 を読み ， よい市 民の特性 を挙 げ よ。 近所 の人 々の家 を何 とか しよ うと考えた。
7 ．組織が コ ミュニテ ィの共 通善のためた どの よ うに ○彼女 は勉 強 して議会 で発 言する ようにな り，問題の
働 い ているか。 決 に他 人 と協力 して取 り組ん だ。
8 ．教科書 を読 ませ る。 ○バー ジニア ・ラミ レスのおかげで ，古 い家は壊 され，
9 ．赤 十字 の よ うなボ ランテ ィア組織 の名前 を挙 l 新 しい家 が建 て られ た。
よ。 ○ コミュニテ ィの市民 に影 響を与 える変化 を生 み出 して
10．ボ ランテ ィアは コミュニテ ィの福祉 に どの よ うに い る。
貢献す るかにつ いて話 し合お う。 ○公 のサー ビス には， ボランテ ィアと して働 くことと，
11．教科書 を読 ませ る。 コ ミュここテ ィの リー ダー となって働 くとい う二つの
12．市や町 の役所 は コミュニテ ィの問題 を解決す る と 法が ある。
ころであ り，そのた めの法律 を作る責任が あるこ と ○ボ ランテ ィア とは報酬 を受 け取 ることなく働 くことを
を説明す る。 選び取 るこ とであ る。
13．市民 と リー ダー との約束 の重要性 を理解 させ る。 ○地震 のあ とで，食料 ，衣服 ，毛布 な どを他 人のために
集 めた りす ることがボラ ンテ ィアであ る。
○あ らゆる リーダー はコ ミュニテ ィの問題解決 のために
市民 を支援 してい る。
○オ スカー ・ア リアス ・サンチェス は， コスタ リカの大
統領で あって，市民 の生活改聾 に取 り組 んだ人物で あ
る。
○ コ ミュニティの リーダー は，その統治機 関の長で ある。
○ リー ダーは投票 によって選 ばれ る。、
○警察や 消防の長 は，任 命 され る。
○ リー ダー は市 民と約束 をす る代 わ りに，決 定を して他
者 に行 動 させ る権 力 を持つ。
終結 14 ．バ ー ジ ニ ア ・ラ ミ レスの よ うな一般 の市 民
C．0．P．S．の よ うな組 織 が コミュニテ ィの問題解
を支援 してい るこ とを確認す る。
○ この課 の学習 を振 り返 る。
第2課 1 ．教科書 を読 ませ る。 P．78．○ コ ミュニテ ィは秩序 を保 ち，市 民とその財産 を守 るた
導 入 2 ．統治機関が なけれ ば，コ ミュニテ ィは どうなるカ めに統 治機関 を持 つ。
述べ させ る。 ○人 々は安全の ために コミュニテ ィを作 る。
3 ．人 々が コミュニテ ィを作 る理 由には安全 を保 ○ リー ダーは選挙や任命 に よって選 ばれ ，彼 らの仕事が
し， 法律 を作 る とい うこ とがあ るこ とを理解 さ
る。
4 ． 「自分 の コ ミュニテ ィの リー ダーは誰か」， 「どの
よ うに して選ばれたか」，「彼 らの仕事 は どの ような
もの で，なぜ重要 か」 を答 え よ。
コ ミュニテ ィを変 え ることが ある。
展 開 5 ．教科書 を読 ませ る。 pp．78－○ コ ミュニテ ィには市民が従 うべ き法律が ある。
6 ．制定 され た法律 を守 るこ とが市民の責任 である こ 79．
pp．80－
○法律 は人々の安全 を保障す る。
とを強調 す る。 ○道 路で 自動車 のス ピー ドを制限す る法律もその一つで
7 ．秩序 を守 り，安全 を保 障す るた めの法律 を挙げ よ。
8 ．写真を見て，どの よ うな法律 を表 しているか答 え
ある。
○ シー トベル トの着 用 もそ の一つ であ る。
○ヘル メ ッ トの着用 ，チャイル ドシー トの設置，制限 ス
よ。 ピー ドの遵守 も法律 で決 め られ てい る。
9 ．教科書 を読 ませ る。 ○対 立 とは意見 の不 一致か ら生 じる。
10．人々は異 なる考え方 を持 っていて，そのこ とが 、 81． ○一緒 に暮 ら してい る人々 は，時々対立す る。
立 を生む ことを説 明す る。 ○ ある家 族が大 きな音 で音楽 を播 いて楽 しんでお り，
11．二つの家族が対 立を してい ると仮 定 して，どの よ の家族 がその大 きな音楽 を楽 しん でいない とすれ ば，
うなア ドバ イ スを示 す ことがで きるか話 し合 わ 対 立が生 じる。
る。 ○大 きな音楽や騒音 を禁止す る法律 をつ くる。
12．コ ミュニテ ィの 中で公 の財産が ある場所 に連れ て ○対 立を 当事者 同士 で解 決で きない場合は裁判所 によっ
行 き，その位置 を地図 で確認 させ る。 て解決 す る。
13．コ ミュニテ ィはなぜ個 人や公の財産 を法律 で守 る ○ コ ミュニテ ィは，公 の財産 を守 ってい る。
必要 があ るのか。 ○警 察や 消防 は市 民やその財産 を守って いる。
○公 の財産に は，公 園，道 路，図書館 ，博物館な どが あ
る。
○個 人の財産 には　 家，会社　 農 場な どがあ る
終 結 14．統治機 関は法 律 を作 り，安全 と秩序 を守ってい る
こ と，陪審 員 として市民 は事 実を聞 き，法律に従 っ
て人 を裁 か なければ な らない ことを確 認す る。
○学 習を振 り返 る。
(Harcourt, Harcourt Horizons People And Communities Teacher's Edition, 2003, pp. 74-81. )
【表7】第3学年単元2第3章「人々と地方自治体」の第1課「コミュニティのリーダー」における社会認識形成
《概念 的知識》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《事実的知識》
○バー ジニア ・ラ ミレスは彼 女 の住む 町あ るサ ン ・アン トニオ を変 えた と舌われ ている。
○彼女 は C．0．P．S． （公共 サー ビスのための コミュニテ ィ組織） と呼 ばれ るグル ープで働 き，バ ラバ
ラになった近所 の人 々の家 を何 とか しよ うと考 えた。
・よい市民 は，市民　 ○彼女 は勉 強 して議会 で発言す るよ うにな り，問題 の解 決に他人 と協力 して取 り組 んだ。
的 資 質 と し て 正　 ○バー ジニア ・ヲ ミレスのおか げで ，古い家は壊 され ，新 しい家が建 て られた。
義， 平等，共 通善　 ○ コ ミュニテ ィの市民 に影 響 を与 える変化 を生み 田 してい る。
に対 する責任 とい　 ○公の サー ビスに は， ボランテ ィア として働 くこ とと， コミュニテ ィの リーダー となって働 くとい
った信念 を持つ。　　 う二つ の方法が ある。
・よき市民が リー グ　 ○ボ ランテ ィア とは報酬 を受 け取 ることな く働 くこ とを選 び取 るこ とであ る。
ー と して選 ばれ，　 ○地震 のあ とで食料，衣服 ，毛布 な どを他 人のた 桝 こ集 めた りす るこ とがボ ランテ ィアであ る。
コ ミュニテ ィを変　 ○オス カー ・ア リア ス ・サンチ ェスは，コスタ リカ の大 統領 で あって ，市 民の生活改善 に取 り組ん
化 させて きた。　　　 だ人物で ある。
○ コミュニ テ ィの リー ダー は，その統治機 関の長で ある。 リー ダー は投票に よって選 ばれ る。











































































































Title : An Improvement of the Social Studies Curriculum of the Third and Fourth Grades of Elementary
Schools
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Abstract : In this Paper, I describe how to improve of a curriculum of the third and fourth grades
of a elementary school in Japan. For this purpose I research a curriculum of a elementary school
in the United States. I found that we should select social scientific concepts and laws relating
to communities that children live.
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